ヴンポツト石油暖房機 

工事説明害 


FFR-553BL*FFR-553KL 


■取付工事店様へ 

設置工事の前に、この工事説明書をよくお読みのラえ正しく据付けてください。 

なお、この工事説明書は、工事終了後に取扱説明書と一緒に必ずお客様にお渡しください。 


♦ス I -ーブを設置する場所には、電気設備に関する技術基準、乂災予防条例に定められた設置をする必要があ 
ります。各地区の市-お-村乂災予防条例に従ってください。 

♦施工上の責任は当社では負いかねますので、万一施工上に起因する不具合が生じた場合は、貴店の保証規定 
によって修理いただくよラお願いいたします。 

♦ス I ブ本体にテープで貼付け!5れているを意チラシなどは読んだ後取り除き、お客様にお渡しください。 
♦取扱説明書に従って「特にを意していただきたいこと」「使用方法」「アフターサービス」「保証」について 
お客様に説明してください。 
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[ 巧をのために教ずお守り <だをい 


•ここにおした事項は么警告、么を意に区分しています。 


AI 

寿告 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちが、またはその 
作業後の不具合によって使用者が死 t ：、 重傷を負ラ可能性、また 
は义災の可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業ちび、またはその 
作業後の不具合によって使用ちが傷害を負ラ可能性や物の損害の 
発生が想定される内容をおしています。 


•イラストぽんが)の横にあるマークは次のように表していまず。 


マ-ク 禁止、 〇 マーク 指示、 


A 警告 


据付けや移設は、販売店または据付業者び 
行ってください。 

• お客様ご自身で振付けをされ、不備があると感電や乂災の原因 
になります。 


据付けは乂災予防条例、備に関ずる技術 
S * など法令の基準を守って行ってください。 


/へマ-ク注意 


〇 

〇 


安をのために於ずお守りくだをい (ごづを） 


A 警告 


屋内給排気禁止 

•屋内に排気すると、排ガスび室内に充満 
して危険でず。 

必ず屋外にが気してください。 


0 



の 


床下給排気禁止 

•床下に排気すると、排ガスが室内に漏れ 
て危険です。 

必ず屋外にが気してください。 


0 


型 


給排気筒を確実に接続 

•給排気筒を確実に接続し、しっかりと固 
定してください。 

風、振動、衝撃などでがれたりすると運 
転中に排ガスが室内に漏れてを険です。 


〇な 


广 

C' 〇 

广 *0 •つ 


ヴ 

お 


給排気筒トップは閉そくしない場所に設置 

•積雪が多いときに給排気筒トップの周り 
が雪でふさがれない場所に設置してくだ 
さい。また、板などによる「雪囲い」は給 
排気の巧げになるのでおやめください。 

運転中に排ガスが室内に漏れて危険です。 


〇 




。っ 

1 


が 


巧3 


A 注意 


次の場所には据付けない 

乂災や予想しない事故の 
原因になります 

■水平でない場所、不安定な場所 

■不安定な物をのせた棚などの下 

■可燃性ガスの発生ずる場所またはたまる場所 

■付近に燃えやすいものがある場所 

■階段、避難□などの付近で避難の支障となる場所 

■マントル ピース 内 

■温室、飼育室など人のいない場所 


0 


A 注意 


可燃物との距離を離す 

標準据付け例 


〇 


■ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離は図のよラに 
して < ださい。 

• ストーブち側面と壁面は保守点検のため 30 cmm 上離してください。 

• A 寸法を1〇〜 30 cm まで近づける場合は、前面ガードに附属の遮熱板を 
取り付けてください。 




1 3.5 cm 1 U ± 



FFR- 己己 3K し 


■ス I -ーブに附属された置台の上に据付けること。 

■給排気筒トツプか 5 周囲の可燃物までの離隔距離は図の 
ようにしてください。 


可燃物 


可燃物 



注（※:)日 Ocm な上の寸法は、不燃 
材を使用する場合は 30 cm 
じ(上とする。 


を阻止する障害物びないこと。 
•雪のをい地方では、最局積雪面より 
己 0 cm 政上離れる場所に、給排気筒 
を取り付けてください。 



上図では可燃物までの離隔距離を示していまずび、保守点検や性能維持 
のため、不燃物などの場合も上図離隔距離としてください（※部は除く）。 


A 注意 


油タンクとの距離を離す 

•油タンクはス I ブより 2 m じ(上離して 
据付けるか、防乂上有効な遮へいを設け 
て < ださい。 

据置式の油タンクは、不燃材の床上に据 
付けること。 


コム製送油管の屋外使用禁止 

• ゴム製送油管は屋外で使用しないでくだ 
さい。 

ひび割れを生じて瓶扇れの原因になります。 







油漏れ確認 

•油タンク-ゴム製送油管-接続部およびストーブなど 
か5打油漏れがないことを確認の上ご使用ください。 
灯油が漏れていると乂災のおそれがあります。 



給排気筒の点検 

• 据付けが終わりましたら、もう一度点検してください。 
次のよラな取り付けは、を険であったり、異常燃焼を 
おこずおそれびありまずので、必ず修正してくださし、。 




開こん 


•ダンボール箱か5ストーブを取り出し、パツキン材、テープなどを取り除いてください。 


附属品の確認 


• 附属品として次のちのび用意されていますので確認してください。 


置 台 

上面 ガー ド 

遮 熱 ホ反 

く.. 二.ノ 

FFR -5 已 3 KL 

遽 卢 
二 =•お 

(1 個） 

( 

JV - 口 


(1 個） 

V 心 

1個) 


ワイヤーバンド（ル） 

壁固定金具 

ストツパーリング 


窗實 

4 X 10 4 X 2 已 

に個） に本）に本） 

( 



に個） 

に 

1個) 

排気管断熱カバー 

ワイヤーバンド（大） 

取扱説明書 

(1 個） 

(1 個） 

く《> 

。刪縱瞒 SS 漏 書 （ 1 刪 

工事説明書 

保 証 書 

所有者票 

A 

本紙 （1 枚） 


(1 枚） 



(1 枚） 

保護シール 
(1 枚） 


給排気筒セット（薄型給排気筒： FWT -6 W -1) 



① 

室内側給が気筒 

② 

室内側パッキン 

③ 

室外フランジ 

④ 

室が側パッキン 

⑥ 

給排気筒トップ 

⑧ 

スぺーヴ 

⑦ 

4 X 2 已ねじ3本 




据付け 


据付け場巧の選定 


油タンクの組立てと据付け 



卜ーブの固定 


■コーナー設置例 


ス I -ーブか S 周囲の可燃物までの離隔距離は図のよラにな 
る場所を選定してください。 

• 燃えやすいものや障害物のない場所。 

• 水平で安定のよい、しっかりした場所。 

• ス I -ーブを背面で固定でをる場所。 

•電源は家庭用1 00 V の電源コンセントをご使用く 
ださい。 

(電源コードの有効長さは約 2 m です。） 

• 給排気筒が正しく屋外に取り出せる場戸斤。 

集合煙突には絶対に取り付けないでください。 

•給排気筒トップは高温となります。ルさなお子さま 
が触れるような場所や、通路、人通りのはげしい場 
所には出さないでください。 

•灯油を燃焼させるため、点义時や消火時ににおいが出ます。 

給排気筒トップは、出入□に近し、場所や外気が室内に入りやすし)場所に取り付けること 
を避けてください。 


油タンクを油タンク附属の取扱説明書にしたびって組立て 
て < ださい。 

•油タンクは、油タンクの油面がストーブ設置床面より 
30 cm じ(上 2 mL ソ内の高さになるよラに据付けてくだ 
さい。 

•油タンクは熱-振動-衝撃の少ない場所に据付けてく 
ださい。 

得^_ 

•油タンクの据付けは、さ地の义災予防条例にしたびってください。 

•油タンクは、ストーブとの間に防乂上有効な壁などがなし1場合は、吕 m な上離してくださし、。 
乂災の原因になります。 

•油タンクは、油タンク内の油面びス I ブ設置巧面より 2 m な上高くなるところには据 
付けないでください。 

油び定油面器よりあふれ出ることがありまず。 



10〜30加!まで近づける場合は、前面ガードに 
附属の遮熱板を取り付けてください。 

《2ストーブのち側面と壁面は保守点検のため30 cm 
な上離してください。 


2 ml；LL 



ストーブの固定は給排気筒を取り付けてか5行ってくださし、。 
■標準据付け例 

1.壁固定金具の調節ねじを 
外してください。 



2.壁固定金具 （ A ) をストー 
ブ背面に附属のねじ （4 X 
10) で固定してください。 

(壁固定金具 ( A ) ①向きにま意） 


壁固定金具 ( A ) 



3. 壁固定金具 ( B ) を壁に固定してください。 


1.壁固定金具の調節ねじを外し、 
壁固定金具 （ B ) を反転させてね 
じを仮締めする。 


2.コーナーに設置したストーブの 
背面に壁固定金具をあてがい、 
取付面を壁にあわせてプライヤ 
一などで曲げて < ださい。 

(壁固定金具 （ B ) びストーブ側になります。) 


五壁固定金具 （ B ) をストーブ背面 
に附属のねじ （4 X 1 0) で固定し 


反転させる^^ 



仮締め 
壁固定金具 ( A ) 


壁にあわせてち度を 





据付け方法 


適熱板の取り付け 


ストーブの側面は壁面か 630 cm 似上 
離して < ださい。 

10〜 30 cm に近づける場合は、必ず附 
属の遮熱板を取り付けてください。 
乂災の原因になります。 

•附属の遮熱板のツメ部を、図のよラに前面ガード横 
棒の上か!5已本目と、下か52本目の横棒に巧り曲 
げて固定してください。 


置台の取0付けと水平調節 



•置台の上にス I ブを据付けてか5、ス I ブの4 
箇所の調節脚で水平になるよラに調節してください。 




• ス I ブは水平に据付けてください。 

巧震自動消义装置の誤作動や異常燃焼の原因になりまず。 


ゴム製送油管の取り付け 


ゴム製送油管を接続金具の根元まで差 
し込み、附属のワイヤーバンド（ル）で 
固く締め付けてください。 

续 

•ス I プ側接続金具にかぶせてあるキャップをがすとを、内部の残油が出ることがあり 
ますので、巧などを当ててがしてください。 

• ゴム製送油管の先端や途中を極端に曲げて配管しないでください。最ルの曲げ半径は 
100 mm 程度] U 上としてください。 

ゴム製送油管にひび割れを生じて、油漏れの原因になります。 

•ゴム製送油管は上に物をのせたり、重量物びのったり、空気溜りがでをるよラなお状に 
な5ないよラにして < ださい。 

•ゴム製送油管は、 J 旧 S 3022「石油燃焼機器用ゴム製送油管」に合格したもの LU 外は使用 
しないで < ださい。 

•送油管の屋外部分及び埋設部分は、防請処理された鋼管、又は銅管（外径 8 mm 、 肉厚 
0.8 mm ) を使用してください。ゴム製送油管は使用しないでください。 

• ゴム製送油管は紫外線があたると努化が早くなります。できるだけ日光にあた！5ない場 
所を選んでください。 

•金属製送油管で配管する場合は、切断、加工時の切りくずや切粉をきれいに取り除いて 
か5配管してください。 

定油面器か！5油があふれたり、電磁ポンプが故障する原因になります。 



壁の材質により次のように取り付けてください。 


① 木又は厚い合板の壁 

木又は厚い合板の壁に固定する場合は、 
附属のねじ （4 X 2 已）を使用して壁に 
直接固定してください。 

② モルタル、コンクリートの壁 
モルタル、コンクリートの壁に固定す 
る場合は、市販のコンク U — 卜用プラ 
グ（ねじ径04用）を壁に巧ち込み、 
① 項と同様に固定してください。 

③ 石實ボード、薄い合板の壁 

石賣ボード、薄い合板の壁などに固定 
する場合は、市販の中空壁用プラグ 
(ねじ径か4用）を壁に巧ち込み、①項 
と同様に固定してください。 

み±壁、しっくい壁 
±壁、しっくい壁などに固定する場合 
は、壁にそえ木をしてか5、 ① 項と同 
様に固定してください。 




4.ス I ブを壁におしつけ、 
壁固定金具 （ A )、（ B ) を調節 
ねじで固定してください。 



て < ださい。 

4. 壁固定金具 （ A ) を壁に固定して 
<ださい。 

(壁の材質により壁固定金具の固定ずるち法 
が異なりまずので、「標準据付け例」を参照 
して適切な方法で固定してください。） 


已.壁固定金具 （ A ) 、旧）を調節ねじ 



_ ※八寸湖よ lOcmlU 上 

ま^ としてください。 


•ス I ブは附属の壁固定金具で必ず固定してください。 

壁に固定できない場所での使用はおやめください。 

• コーナーに設置する場合、 A 寸法は必ず1 0 cm な上としてくださし、。 
また、ち側の A 寸法は保守点検に十分な距離としてください。 


給排気筒の取り付け 

標準給排気方式の工事方法 

■給排気筒及び工事部品は、給排気筒の呼び径 D 40 の指定されたも 
のを使用してください。指定似がのちのは使用しないでください。 
■附属している給排気筒セットは、壁の厚さび 13 cm 似下、 28 cm 
似上の壁には使用できません。 

壁の厚さが1 3 cm 似下である場合は、別売部品の薄型給排気筒ス 
ペーヴ、 28 cml ；| 上の場合は薄型給排気筒延長アダプタを使用して 
<ださい。 

■給排気筒の端面（パイプの先端など）でケガをしないよラに、手袋 
をはめて行ってください。 

1. 設置場所をミ夫めてください。 

2. 給排気筒の穴あけ位置をミ夫めてください。 

• この工事説明書の型紙慮面）を壁に巧し当てて、給排気筒巧位置を巧め 
て < ださい。 

•壁固定金具取付け位置のねじ巧にち印をつけてください。 

(巧位置がままりました5型紙をはがしてください。） 



•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張りまたは金属板張りを 
してあるところに給排気筒を通ず場合は、それ5の金属部に接しないよ 
ラ電気的絶縁をしてください。 


•壁に穴をあけるときは、壁内の鉄筋、電気•電話配線、ガス•水道配管 
にあた5ない場所を選んでください。 


3. 壁に給排気筒の穴をあけてください。 

• E 口を付けた位置に直径67〜 80 mm の . 

穴を室内側か5室がに向けて、下向き 室内側 
に約3°の傾斜であけてください。 ^ 

•あけるとさ、壁内の鉄筋、電気•電話配線 、が 
ガス. 水道配管に十分ま意してください。 グ 



• 巧は直径 80 mm より大きくな5ないように 


してくださし、。 



• 巧は必ず約3°の傾斜で下向きにあけてください。 

雨水びストーブ内に入って異常燃焼したり、室内や壁内に浸入ずること 
びありまず。 


4. 給排気筒を分離してください。 




•附属の給排気筒を回して室内-室外側に分離してくださし、。 

己.室内側給排気筒を壁穴に差し込 
んで < ださい。 

• 室内側パッキンを通し、壁穴に差し込んでください。 
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裏面につづ< 
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述了た^がなの巧む一:ぉ/^づ广リさ〇た画神 
广 d 八巧なこ。 



•爺お洲融9巧0さ4邹： r 現口訴空洲邸な3。 

T 互が口なかわ川 In . 刷！^.脚夕^^乂，乂 Q 
巧口 互が口な+述稱娜广 d 八巧な广一。 
副み过ジ 7 IU さ n ;^ 口細邮禁窥广巧口，晴 
3々瞄3口祂；\4か " ^なが口 



瞄顿な二 3 〜 1 6cm9 細邮巧畳 1197. ス —4 が活巧厂 TX 巧な？ 

• XAI 4 が脚夕善爺智訓述口が广 d 八巧な广一。 


ス I4A ピ节V 
. 础遷 ^ dv た 

^A —4 


■ 說湛卻邸！ ^ Q 請馴み d 顿过ぶ州ブかがホブな 
がか綱恥々娜が廷巧た d 說お卻部 Q 濟卽过パ 
夕說叫かがホゴ 9 がか細恥 

• 7 .之—4边畑巧 r 爺驻卻部 T た^が瞄さ5誤 
广 d 八巧な S 。 踊 SJP なな 1 W 〜の 5 cnnwd ) 

9. M 夕^^ソ y 黑 Inu — 节： / A •型が臟 UT (ななこ。 




削皆 nu — ホ乂 A 厂巧こ<!:，副みな脚！^々瞄 

3 ln 舰 A 4 か"<!:なが口 W 叫。 



10 .X _ - Iud ; 口近 f 鈍®： UUTtt が夕 

厂 dc 巧な；。 

• 7>ミべ|が画神广^广一かむ1;の；$:がさか夕 

X 了 lyA 。— が每5广 d 驻卻喊 lurlt が為广 d 

<巧かこ。 

11 Ji ®: ub 7 n‘ln 畳 aQJIi 邮霉 

嫂ミべ—がなろな d 八ななこ。 


12.驻純®： uu / it ‘が講驻 m 部 In 结口 

3 g-c (巧なこ。 

©脚！^晝爺ち洲述 Q ち卻 nln お卻 gH 」 b 7 n ‘ が邮 

广を zud 八巧な己。 

® 邮广口が驶 Q _」 U ' が巧な/ ud 置 aQX 了た 

A 。— _」乂 A かひ一耳づ < 巧かこ。 


13シ了 — u ’ t 驻洲鹏 lUbTtt が瓶謙 

厂 dc ななこ。 

©X 了 I U 如®!さ r 7. 了— U ' Q が in In が i 

哑 lurlt 'がの疵 mQUU ' な邹 WInT . 了— 

ln ; v か wd 邮广口/ ud , 孤雜广 d 八巧なこ。 

@7.了た A 。— が驻绑® HJUTn'In 巧广化 d . だ一; 

W 21 S : が議な 3 g - c 八巧な L 一。 


稱卻哑 HI- 
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こ：：^^がぃ^ぉ广一扣^巧叫か 
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14 J が卻 Trv — X が髮 liMln 画神厂 
d 八巧な S 。 

• 蒂邹 Tn—XKIP 立麵 Q。 入す— A'：/ マ' (；*0が 
お厂 T さ5,爺卻 JnlT^ が蒂空卻述 Q 蒂訓 □ 

QUU 如 d 邮广口を.入づ|、《乂 了‘ (；*0 
d 謀な d 画袖广 d 八巧な广一。 

•爺卻□巧の碰巧が 0 w - rQd \ 巧巧广巧广一爺 
卽 nln 巧爺卽□中すジ^が巧口さ：！\ tfvA ' 

ソマ ' d 回神厂 d 巧 s - c 八巧なこ。 

15.近挪鹏窥 g 燕省 _ JI マ'證が游謙厂 TX 巧なこ。 

©7^ 了 IU ’ 邮圓 In 画神广 d がか驻绑邮巧耳あ省 _JI 了'證が X 了— u ‘ おご 
々1•广， Q 巧广 d 《巧なこ。 
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® 空洲«巧 g 涵爸 _JI 了'雞 Q み部 Q 部 A が，な一; d 画神广 d 八巧なこ 
@_」 I 了'謠が爺訓3 1 7 .In tfN 部 d 画神广 d 八巧な 
广一。 ( tfN 部巧な5なろさ J — K 謠が画神厂 dsrc 
サ Q が活巧广 d < 巧なこ。) 

©端ホな_」1 F 窥が tfu 部 drc 巧む d 八巧な广一。 




笠卻®游讚普ク Q ;^ 了.；/ y 《 l _ J :/ AQ 巧口々お鄉嘘な g 巧省_」1 F 
謠節9節咕圆神が鹿 uln ^ u - c , 疵當奇畑が巧"ななこわ^ In 广 d 

八巧な广一。 

お绑哑 Q 游誰普なぶち dsrc 口 HS 禮巧 g 忍省 U 1 5油な円广(游謙 
なヴ d 广一巧こ< 『 E -19』 が細钟厂'抽え d か W 巧/ U 。 

U — ス霜巧葬涅绑述9咖酣聖 n 當ブ巧こわ^ In 广 ZX 巧な广一。 


瞄回巧が細 1C わかがを d 回神 


爺湛洲 SQ 结 oag な涛ヴ广巧护 X 7 IU ' 
t 幡 t か暑 JiQ 幡画神が徊 d 回神厂 d 八な SS 。 

•幡8を舰巧折口幡画神が徊9画神叫か d がな細な口 W 叫 Qd\ 

一が曝舞广 d 陆巧巧 d 稱 d 回糾广 d 八巧な广一。 


瞄加 • 敢空鈍がお • 刚ま巧巧班 9H 刪がが 


-肅揣爺驻绑ご著ロサ驻卻«々爺卻哑が隔咖广 
d 巧口3なか nc ! 一な d か责驻卻哑 Q 項 
D •'荫 DA 0 々入^ Q 理别お咖 - tz'_y 了が f 畑巧广 d 
隔炯 H •がな ud 八巧な广一。 




> X _ - IU ' 口 US - CL 一か驻洲@剤なあ酱 _JI 了'謠巧を 2 mwd 隅炯 d か w - r 。 ホ 
nc ± s 綱かな空卻お炯 UIS 細 ( FFM ) d 齒炯厂 d 八巧なこ。 

-肅咖80 Om た ±Q 禍唐 df 畑巧4か綱 W 巧，窥韶巧祕国需 Q 回邸懲が蟲円叫か 
み一綱なが口讲4。ご TQW1IL 皿 ct 細が卿郝 In 广 d 則神广 d 八巧な广で (is 神な 
肅な黑 d な SW4。) 巧が，辟咖理砸黑す Q 活巧 Inc^ か IS 神なが口讲ホ/〇。 
幽神巧讯 

©画输が u:/-tzv Hn 邮广口/ ud 八ななこ。 (M 邸丑な IS 神 d か W ホ/ U。) 
@郎础 -B 逊_齋神 Ttt •々乂9『>』作 1zlu'7n' 々乂が10趕ご k 团眾 In ち广 d 
八巧なこ。 
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©王〇」 Q な驟さ5『>』が巧王〇」 i「H ご^費猫只『V』が巧 
王ご i 50」 c!:^DW-r。 

神广 rcsa 晚が細却なホ d 則神査猫 7n'々v が巧厂.節地©細別 In 細せ巧 
IS 神圳： rd 叫。 

※ rH」 ：挪挂规神，「0」： Ais 神，「ご： IS 神が細厂州叫。 

施挪〇〜8003ホ‘部 Q 細邮： 「H0」 
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二苗洲@9巧口さ4巧；^ 7 IU か真圧□が a ホ巧广一巧麵<{:广， J : 口过留 d 巧 
口 八巧な广一。 

T 口岛留々臣普 In 巧 UTTSW ^ ごお卻哑ロスー^:/な；- CW 口，細骑 i 細 Q 细 

图 In なご 

岳挪祕議普 sw-nnx 了ジ；下_」乂なさ巧口さ4が鹿 uln な UTX 巧なこ。 

『 E -19』 が細钟厂近え d かなこ"<!:なが口 w - r 。 

- 1300易計 

ホブ m ： 謂ひ師こ<!一細骑藝が S 麵囚 In 巧ご w - r 。 

がななさ5巧八な u /- dl 叫な，删绩が u :/ ホ乂了 InA ブ耐厂» 

咨95々口耐厂 dc 巧なこ。 


rs 細 1■ かかか QW 娜一 


• ^_ -IU' が辄娜 4 かたかな < を每ご苗がな sd 《巧なこ。 
_J 4 入 AJbQ 糾丽巧口州 4 。 
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• fItM 邸ち畑立地口—謀 ln & み'な ud 八巧な广一。 

1¥厂八な揖窥製盘麵938ス|,乂が鄉窥广 d 八巧な广一。 
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